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子どもの空間認知能力と行為の発達
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Development of spatial cognitive ability and act in infants 

















































長児 (5~6 歳) 44名(男児22名、女児




平成 12年2月21日から4月11El 0 
3)実験材料






















































(F (1， 146) =7.15、p<.01)、識






児より有意 (t (73) =3.007、p<.01) 
に多かったが、左右反転識加の正答数で
は年少児と年長児との閣に有意表はなか




年少児 (t (60)ニ 2.051、p<.05)、







上下識5IJ(儲) 4.65 (1.33) 







年少男児 (t (28) =2.057、
p < .05)、年長男児 (t (42) = 





答数は有意 (t (35) =2.661、
p < .05)に多かったが、女児は上下反
転識問 (t (36) =1.641)、左右反転







(F (1， 146) =52.54、p< .01)、





上下反)1認識別 (t (73) ヱヱ2.907、







平均値(SD) 平均値(SD) 平均値(SD) 平均値(SD)
上下識別 (儲) 4.40 (1.40) 4.88 (1.22) 5.59 (1.23) 5.59 (1.47) 














上下識別(秒) 5.52 (4.03) 
























































平均イ痘(SD) 平均値(SD) 平均値(SD) 平均値(SD)
上下識JI (秒) 5.56 (4.26) 5.49 (3.80) 3.41 (1.20) 3.28 (1.43) 

























































































































































準偏差、 0.39ごと0.77個、 n =23) より









結果、年齢の主効果 (F (1， 63) = 
76.99、p<.Ol)は有意で、あったが、







男児(儲) 24.09 (4.74) 14.77 (3.79) 




準編差、 23.52土4.31偲、 n=23) よ









f省略J (t (65) コ 3.967、








11.47 (7.31) 5.15 (3.08) 
7.65 (3.34) 4.93 (2.32) 
0.21 (0.41) 0.75 (0.91) 
1.91 (1. 79) 1.63 (1.13) 
置き違い 1.08 (1.02) 1.13 (1.60) 









男児 (22名〉 女児 (22名)
平均値 (SD) 平均値 (SD) 
省略 5.50 (2.33) 4.81 (3.65) 
ゆがみ 5.04 (2.70) 4.81 (1.85) 
保続 0.45 (0.58) 1.04 (1.07) 
密転 1.40 (0.98) 1.86 (1.22) 
置き違い 1.36 (1.43) 0.90 (1.73) 
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Jf~ 内部の続II 奇1\ を翁 11階、追加または霞き迷い、
図形の分裂または多様再生)で‘不正li在に再生
した場合に採点される。「保統Jは一つ古liに

















































































有意 (t (28) =19.81、p<.OOl)
に多く、また成人(平均士標準偏差、
8.71士1.03個、 n=7) と年長児(平








は有意 (t (28) ロ 21.52、p< .001) 
に少なしまた成人(平均土標準繭差、
1.57ごと1.29個、 nロ 7) と年長先(平
均ゴ:襟準偏差、 14.39:t3.88個、 n=
44) との比較でも誤謬数は成人が有意
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